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        図．5歳以下の小児の誤飲の起因物質（2004 年度 2014 年度比較 ） 
 （日本中毒情報センターHP「受信件数」から抜粋；http://www.j-poison-ic.or.jp/homepage.nsf，（2014.11） 

 下表は、5歳以下の子どもの誤飲の起因製品別の上位品目であり、2004 年度と 2014 年度を対比し

ている。表中の矢印は、2004 年度以降、その起因物質の対応関係を示したものであり、件数が増加

又は低下した起因物質の推移を示す。家庭用品では化粧品が年度共に最も多くであり、それに次い

でタバコが位置している。 

 

 

   

表．小児の起因物質別受信件数上位品目（2004年度-2014年度）－家庭用品－

家庭用品 18,121 15,881
化粧品 3,368 化粧品 2,746
タバコ関連品 3,070 タバコ関連品 2,104
洗浄剤 1,785 洗浄剤 1,947
文具・美術工芸用品 1,604 乾燥剤・鮮度保持剤 1,645
殺虫剤 1,400 文具・美術工芸用品 1,426

（日本中毒情報センターHP「受信件数」から抜粋；http://www.j-poison-ic.or.jp/homepage.nsf，（2014.11）

表．小児の起因物質別受信件数上位品目（2004年度-2014年度）－医療用医薬品－

医療用医薬品 3,377 5,651
外皮用薬 1,039 外皮用薬 1,090
中枢神経系用薬 607 中枢神経系用薬 1,038
呼吸器官薬 346 呼吸器官薬 662
アレルギー用薬 261 アレルギー用薬 619
循環器用薬 183 血液及び体液用薬 416

（日本中毒情報センターHP「受信件数」から抜粋；http://www.j-poison-ic.or.jp/homepage.nsf，（2014.11）

　表．小児の起因物質別受信件数上位品目（2004年度-2014年度）－一般用医薬品－

一般用医薬品 2,569 2,782
外皮用薬 987 中枢神経系用薬 1,005
中枢神経系用薬 676 外皮用薬 804
呼吸器官薬 242 感覚器官用薬 293
アレルギー用薬 227 消化器官用薬 253
循環器用薬 135 ビタミン剤 113

（日本中毒情報センターHP「受信件数」から抜粋；http://www.j-poison-ic.or.jp/homepage.nsf，（2014.11）

　　　　　2004年度　　　　　（件数） 　　　　　20１4年度　　　　　（件数）

　　　　　2004年度　　　　　（件数） 　　　　　20１4年度　　　　　（件数）

　　　　　2004年度　　　　　（件数） 　　　　　20１4年度　　　　　（件数）



 
 

 

　　表．小児の起因物質別受信件数上位品目（2004年度-2014年度）－農業用品－

農業用品 105 60
殺虫剤 38 殺虫剤 28
除草剤 27 除草剤 17
殺菌剤 14 殺菌剤 5
殺虫・殺菌剤 5 殺虫・殺菌剤 3
殺鼠剤 4 肥料類 2

（日本中毒情報センターHP「受信件数」から抜粋；http://www.j-poison-ic.or.jp/homepage.nsf，（2014.11）

　　表．小児の起因物質別受信件数上位品目（2004年度-2014年度）－自然毒－

自然毒 320 544
植物 229 植物 486
咬刺傷 27 きのこ 11
きのこ 11 咬刺傷 9
水生動物 2 水生動物 1

（日本中毒情報センターHP「受信件数」から抜粋；http://www.j-poison-ic.or.jp/homepage.nsf，（2014.11）

　　表．小児の起因物質別受信件数上位品目（2004年度-2014年度）－工業用品－

工業用品 580 346
炭化水素類 314 炭化水素類 206
建築材料 31 建築材料 24
ガス・蒸気 30 化学薬品 11
化学薬品 21 ガス・蒸気 11
金属 15 金属 9

（日本中毒情報センターHP「受信件数」から抜粋；http://www.j-poison-ic.or.jp/homepage.nsf，（2014.11）

　　表．小児の起因物質別受信件数上位品目（2004年度-2014年度）－食品、他－

食品、他 488 493
食品 403 食品 427
水泳プール、飼育水槽用品 48 水泳プール、飼育水槽用品 29
スポーツ用品 10 スポーツ用品 9
乱用薬物・ストリートドラッグ 4 乱用薬物・ストリートドラッグ 1
催涙剤 1

（日本中毒情報センターHP「受信件数」から抜粋；http://www.j-poison-ic.or.jp/homepage.nsf，（2014.11）

　　　　　2004年度　　　　　（件数） 　　　　　20１4年度　　　　　（件数）

　　　　　2004年度　　　　　（件数） 　　　　　20１4年度　　　　　（件数）

　　　　　2004年度　　　　　（件数） 　　　　　20１4年度　　　　　（件数）

　　　　　2004年度　　　　　（件数） 　　　　　20１4年度　　　　　（件数）


